
平成 29年 3月 3日

つ  く ば  市

秀峰筑波義務教育学校建設工事の工期に関する認識について

秀峰筑波義務教育学校の開校について,平成 29年 3月 末に校舎及び外構工事が完
成しないことから,平成 30年 4月 まで一年間開校を延期することを平成 29年 1月 に

決定したところです。この工事完成の遅れの認識について,これまでの市民及び議会

等に対する報告と相違点が明らかになったことより,以下の通り御報告いたします。

工事完成の遅れを認識しつつも,議会の一般質問やPTA連絡協議会等において不
適切な説明・報告をしていたこと

平成 27年 8月 の工事入札不調後,工事完成の遅れに関する懸念や指摘があっ
たことから,平成 29年 9月 開校という想定も含め,工期について担当部局で検討
を行いました。しかしながら,平成 29年 4月 統合 3開校に向けて進んでいたこ
と,国の補助事業であることから2年間の事業期間を超えられないこと,入札公
告に工期延長の条件は入れられないことなどにより,工事完了が厳しいという危
機感と間に合わせなければならないという使命感を持ちながら,分割発注により
平成 29年 3月 工事完了を設定せざるを得なかつたところです。

また,平成 28年秋期の台風や長雨によリコンクリー ト打設等の工事が遅れた
ことが工事完成遅れの原因であるとこれまで説明してまいりました。 しかしなが
ら,それ以前の段階より3月 末の工事完成が難しいことについて施工者からの報
告があり,その場合の対応について担当部局において検討を行つておりました。
長雨も一つの原因でありましたが;それ以前の湧水による工事中断に加え,入札
不調後の分割発注による工期確保が期待通り図れなかったことから,工事中断や
天候不良などが複合的に積み重なり,工事完成が遅れていつた次第です。
このように,工事完成の遅れを認識していたにもかかわらず,議会の一般質問
に対する答弁や秀峰筑波義務教育学校連絡協議会等において不適切な報告をして

いました。

このことについて,工事の完成時期についての情報を市の内部に留めてしまったこ

とにより,学校,録護者,議会等の関係者の皆様はもとより,当事者である児童・生
徒の皆様に多大なる御心配と御迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し上げ

ます。
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秀峰筑波義務教育学校建設工事の経過について
資料No.|

＼ 日付 発注,工事経過 備考

平成27年 5月 22日 教育施設課長
から営絡・住宅課長に工事監督依頼

27国債 (仮 )紫峰学図進設工事
営絡工事事務処理要領

2 平成27年 5月 28日 入札案件締切日 契約検査課平成27年度入札日
程

3 平成27年 7月 1日

余 任 何 吾一 日費所 争 人 おしの 公 告

27国債(仮 )紫峰学国建設工事
工期:平成27年 10月 1日から平成29年 2月 15日まで
予定価格【事後公表】4,966,434,000日 (税込)
予算      5,407,912や 00円

4 平成27年 7月 24日

条件付き―般競争入札の開札 (第 1回 目)
応札者 清水建設 (株 )
入本し額5,864.400,000円  (:比込)
結果 :予定価格超過による不調

5 平成27年 7月 31日

条件付き一般競争入札の再開札(第 2回日)
応札者 清水建設(株 )
入ホと額5,8641400,000円 (不見込)
結果:予定価格超過による不調

6 平成27年 8月 3日

随意契約による事業執行を行うため,大手建設会社8社に見積りを依頼
8社全てが技術者を配置できない等により辞退(8月 中旬から下旬にかけて辞退届
の受理)
平成27年 9月 1日予定していた見積もり合わせは,中止

地方自治法施行令第167条の
2第 1項第8号

7 平成27年 9月 1日
営繕・住宅課長が教育施設課長に入札結果報告書を提出
入札不調により設計見直しを依頼

営絡工事事務処理要領

8 平成27年 9月 18日
教育施設課長から営繕・住宅課長に工事監督再依頼
27市単(仮 )紫峰学圏造成工事
27市単旧筑波障害者センター解体・造成工事

営絡工事事務処理要領

9 平成27年 9月 28日
教育施設課長から営繕・住宅課長に工事監督再依頼
27国債(仮)紫峰学図建設工事
補助対象事業である校舎本体工事のみとした

営絡工事事務処理要領

10 平成27年 10月 2日

条件付き一般競争入札の公告
27市単(仮 )紫峰学図造成工事
27市単旧筑波障害者センター解体・造成工事
工期 :平成27年 11月 5日から平成28年 2月 15日まで

入札不調により分割発注

11 平成27年 10月 9日
条件付き一般競争入札の公告
27国債 (仮)紫峰学圃建設工事
工期平成27年 12月 17日 から平成29年 3月 21日 まで

入札不こ調により分割発注

12 平成27年 10月 26日

条件付き一般競争入札の開札
27市単(仮)紫峰学圏造成工事
(株 )山聞工務店 23,760,000円
27市単旧筑波障害者センター解体・造成工事
(株)対崎工業 32,162,400円
工期 :平成27年 11月 5日から平成28年 2月 15日まで

13 平成27年 11月 5日 (仮称)紫峰学園建設において,盛上造成工事,障害者センターの解体工事が開始
当初の予定より1か月の遅れの
着エ

14 平成27年 11月 24日
条件付き一般競争入札の開札
27国債 (仮 )紫峰学園建設工事
(株 )エム・テック水戸支店4,132,404,000円 (税込)

15 平成27年 12月 2日 落札率8569%により,低入札価格調査委員会による調査・決定

16 平成27年 12月 3日 (株 )エム・テック水戸支店と仮契約を締結

17 平成27年 12月 Ю日 12月 市議会定例会に議案(工事請負契約の締結について)を上程 地方自治法第96条第1項第8号
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＼ 日付 発注,工事経過 備考

平成27年 12月 16日 上記,議案可決により,本契約となる。

19 平成27年 12月 17日
27国債 (
工期 :平
仮)紫峰学園建設工事の工事開始
成27年 12月 17日 から平成29年 3月 21日 まで

20 平成28年 2月 15日
完成,引渡し:27市単(仮)紫峰学国造成工事
(株 )山関工務店

21 平成28年 2月 18日 (株 )エム・テック 安全祈願祭

22 平成28年 3月 10日

営経工事事務処理要領に基づき教育施設課長から営繕・住宅課長に工事監督依
頼
28市単(仮)紫峰学囲外構・付帯施設建設工事
プール棟,駐輸場棟,部室擦,体育倉庫及び既存道路の付け替え拡幅工事など

23 平成28年 3月 11日
完成,引渡し:27市単旧筑波障害者センター解体・造成工事
(株 )対崎工業

アスペスト建材の処理のため
平成28年 3月 7日まで工期延長

24 平成28年 4月 1日
条件付き一般競争入札の公告
28市単 (仮 )紫峰学図外構・付帯施設建設工事
工期 :平成28年 6月 30日 から平成29年3月 30日 まで

入札不調により分割発注

25 平成28年 5月 13日
条件付き一般競争入札の開札
28市単(仮)紫 l蔭学図外構・付幣施設建設工事
(株 )エム・テック水戸支店889,920,000円 (税込)(落札率9992%)

26 平成28年 5月 23日 (株 )エム・テック水戸支店と仮契約を締結

27 平成28年6月 13日 6月市議会定例会に議案(工事語負契約の締結について)を上程 地方自治法第96条第1項第8号

28 平成28年6月 29日 上記,議案可決により,本契約となる。

29 平成28年 6月 30日
28市単 (仮)紫峰学図外構・付帯施設建設工事の工事開始
工期 :平成28年 6月 30日から平成29年3月 30日 まで

30 平成28年9月 20日 雨天により,特別教室棟のコンクリート打設を9月 26日 に順延

31 平成28年 9月 23日 雨天により,管理棟のコンクリート打設を9月 28日 に順延

32 平成28年 9月 28日 影響により,中学校体育館のコンクリート打設を10月 4日 に順延

33 平成28年 10月 17日 雨天により,教室棟のコンクリート打設を10月 22日 に順延

34 平成28年 11月 8日 者から工期延長の協議

35 平成28年 11月 15日 施
工者から校合の完了時期を5月末,外構工事の完了を7月末の工程表の提示を
受ける。

36 平成28年 12月 12日 市長,正副議長,各常任委員会正副委員長,建設関係専門家

37 平成28年 12月 13日 全員協議会に報告

-2-

作成 建設部営イ善・住宅課



資料No Z
平成 27年 5月 26日 事業報告書

(教育局学務課)

事 業 名 つくば紫峰学園とつくば百合ヶ丘学園の統合について

事業概要

並びに

進捗状況等

【進捗状況】

・平成27年 5月 16日  地域説明会 (筑波東中学校,筑波西中学校 )
これまでの経過,統合のスケジュエル,施設一体型小中一

貫校の施設概要について説明し,地域との合意形成を図り,
理解を得た。

【今後の予定】
。平成27年 6月
。平成27年 9月

・ 平成 27年 10月

。平成 29年 2月

・ 平成 29年 4月
。平成 29年 12月
。平成 30年 4月

百合ヶ丘学園を含めた連絡協議会の設置

議会定例会に「つくば市立学校設置条例の一部

を改正する条例」を提出

教育委員会定例会に「つくば市立小学校及び中

学校管理規則の一部を改正する規則」,、 「つくば

市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則

の一部を改正する規則」を提出

施設一体型小中一貫校の施設完成

紫峰学園統合

紫峰学園・百合ヶ丘学園仮統合

紫峰学園と百合ヶ丘学園を統合 した施設一体型

小中一貫校開校

課題 。対策

など

〔課題】

・各小中学校の跡地利用→今後,全庁的な紺応をしていく必要性
有 り



（∠

平成 27年 7月 23日 事業報告書 資料No.3

(教育局学務課 )

事 業 名 つくば紫峰学園とつくば百合ヶ丘学園の統合について

事業概要

並びに

進捗状況等

【進捗状況】

・平成27年 6月 23日  第 1回つくば紫峰学園・百合ヶ丘学園合同
連絡協議会

学校名,制服,通学方法,ス クールバス,施設の概要につい

て
。平成27年 7月 2日  学校の名称についてのアンケー ト調査
締切 り :平成27年 7月 17日

姑象者 :紫峰学園,百合ヶ丘学園の保護者
。平成27年 7月 7日  第 1回制服専門部会
制服選定についての今後の予定について協議
。平成27年 7月 15日  統合について筑波地区の区会に回覧,周知

【今後の予定】
。平成27年 8月

。平成 27年 9月

。平成 27年 10月

・ 平成 29年 2月
。平成 29年 4月

・ 平成 30年 4月

教育委員会定例会に「つくば市立学校設置条例

の一部を改正する条例」を提出

議会定例会に「つくば市立学校設置条例の一部

を改正する条例」を提出

教育委員会定例会に「つくば市立小学校及び中

学校管理規則の一部を改正する規則」,「つくば市

立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一

部を改正する規則」を提出

施設一体型小中一貫校の施設完成

紫峰学園統合 (義務教育学校の設置 )

百合ヶ丘学園を義務教育学校に統合

課題 。対策

など



教育局内会議 (課長等会議 )

日時 :平成27年 7月 24日
場所 :教育委員会会議室 2

次  第

1 教育長
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(l反 )紫峰学園建設工事の入札について

見積比較価格 :4,598,550,OOO円 (税抜き )

入 札 額  :5,430,OOO,OOO円 (税振き)

差  額 :  831:450,OOO円 (税抜き)(奪を言静、〆F/)

①市場単価として人件費が高騰している。

東北復興で労務が東北へ流れており,労務費が復興バブルの状況にある。
こちらのI見場ヘガ務を確保するには,東北復興と同じかそれ以上の労務単価とな
つてしまう。

②契約工期が短く工程がタイトである。

◆国の工事は契約工期が 17ヶ月間となります。
この工期は市庁含隣の消[店庁舎建設工事と同じ工期です。

紫峰学園 :15,442.94下 (延床面積) 校舎,小中体吉館,武道場
消I店庁舎 : 4,520,98下 (延床面積) 庁含,車庫,訓練棟
面積比率 : 3.4倍         ,
3.4倍の面積の差があるにもかかわらず,同 じでは工期が短く工程がタイトで

す。

同じ工期で竣工させるためには,単純に消防庁含建設時の 3.4倍の労務を投入

し,短期間で各工程を終了させなければならない。
また,それだけの労務を確保するのが非常に困難な状況にある。

③今回の設計で見ている地熱利用システムが高止まりである。

地熱利用システムは特定のメーカーであるため,価格の競多性が失われている。

/

④下請け会社の社会保[央
~加
入

◆年度ズ〕`ら国で,下請け会社の社会保険加入の徹底を謳つていることから,福利
厚生費として,労務費の約 15%程度を元請会社が負担することとなる。

資料No.す



(様 式 1)

平成 27年度
平成 27年 8月 3日 報告書

(教育局 教育施設課 )

資料No.ぁ

事 業 名 (仮称)紫峰学園建設工事の｀開札について (報告)

平成 27年 7月 24日 (仮称)紫峰学園建設工事の 開札が行われました。

・予定価格 4, 598, 500千 円
。開札参加業者 清水建設 (株)一社 であり,開札結果は, 入札額  5, 4
30, ooo千 円であったため,不調となりました。
。その後,7月 31日 に再開札を行いましたが,清水建設 (株)よ り,前回と
同金額で入札されたため再度不調となりました。
。現在,工事発注担当課である営繕・住宅課において、随意契約の準備を進め
ています。          

′

今後の予定 9 随意契約においても不調の場合,設計変更・工期の見直し等が必要になっ
てきます。



狩 的 .`

平成27年 8月 12日 (水)

10:00-12 :00

4階会議室

営繕・住宅課 : 宮久保課長,飯泉課長補佐,山田係長,自田ギ杏
教育施設課  : 矢口次長,中山課長,村上課長補佐,日中係長,石田主任羊杏
横須賀満夫建築設計事務所 :

1,入札不調による今後の武恙について

・補助金について県に相談した。

期間は, 2カ年で3カ年はなしち しかし,工事が完了しない場合繰越はできる。(風滴 1ヽ歯し?)

当初から工期延長の発注を県ではしている模様Ь市でも同様の扱いができるのか検討できない力ち

・平成29年9月 1日からの開校を目指したい。

工期についても,7月 30日 までとしたしち

・平成29年度中り開校を目指すには,大幅な設計見直しはできない。

・荒造成・解体工事,建築本体工事,外構工事に分割発注で進めたしち―⌒ψlもれ及与

③

・先送りできるものがあれti工事から外丸
・地熱の見積もりについて設計側からヒヤリングを行う。

・設計書の構成を補助金申請とは別に対応してはどう力ち

・設計単価について入札者は,全般的に高い。

(締)
・分割発注の方向で設計見直しに着手する。

Q圭衣‐合酔⌒
C夕建姿本IΥ

9つθ―lν 老耳
=イ
末

④ 雰聴

誤 岳 補 佐 係  長 係 員

③ D③Ω
27国 l責 (l反)紫峰学園建設工事

会議報告書
自時

入札不調について 場所

出 席 者

一敬称『十各
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入札者ヒヤリング

実施日 平成27年 7月 31日

相手方 清水建設 (株 )

Q 入札額について高くないか。

A① ―社しか製造していない物については、当社が見積もりを依頼しても値を下

げてくれない。

② 工期内に完了させるには、協力業者を当作業所の工程に合わせ連れてこなく

てはならず、他の作業所と競合してしまう。労務確保が難しい。

③ 社会保険の加入が義務化され、所定の経費を元請け業者として見込まなけれ

ばならないため経費削減が難しい。

④ 入札時における積算期間が短い。



各課協議事項整理メモ 料No.B

Ll

匠  |

8。 12

示 後の対応につ
いて

の進め方について,協議するとと
もに,設計業者に指示。

は , し

・工事を分離して発注
。現設計の採用単価について,実勢価格等の再調
査を踏まえ検討すること。
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平成 27年 8月 21日 事業報告書 資料No.7

(教育局教育施設課)

事 業 名 (仮称)紫峰学園建設工事について

事業概要

並びに

進捗状況等

★け直意契約 (9月 1日 )不調の場合の対応について
平成 29年に開校を目指すためには,工期が厳 しいことから,設計
変更しないで,早期に工事を着手できる「分割発注」を考えており
ます。 (営繕住宅課と協議中)

★分割発注について

9月 17日 入札審査会 。10月 26日 開札

.雇療王璽1睦藝馨Bう ,空蜜1土
工事
乎ゑ多ァ.孝上わ

10月 15日 入札審査会・ H月 24日 開本L    '
'建築工事 lttf本工辞 ▼

■ ●
シ ■

生
'生 テ

後日発注可        ―

・外構工事・プールエ事―'化を娑ん

◎ 建築工事については,12月 の定例会上程 し,その他の工事につ
いては準備が整い次第,分寓佳発注したいと考えています。

★経費について

分割発注おいては土木工事 倉建築工事ゴとに経費率がことなるこ

とから土木工事の経費率が高くなるため,総額的に高くなります。

課題 。対葉

など

当初の入札及び 9月 t日 の随意契約の状況を見ながら工事革価

そのものの実勢革 l面 を調査し,単価の見直 しの必要性も考えなけ
ればならないと思つております。



27国債 (仮)紫峰学園建設工事について

平成27年8月 21日

建設部営繕・住宅課

■ 平成27年8月 3日 に不落随憲契約を行うため、大手建設会社8社に見積もりを
依頼しております。

現在の状況は、株木建設、鈴縫建設、戸田建設、竹中工矛ヵ寅店の4社が辞退届けを

既に提出済みです。

他の4社 (鹿島建設、大成建設、大林組、安藤ハザマ)についても、現場代理人

の配置ができないなど人員配置が困難であることを理由に見積もりの提出が厳しい

状況です。

■ ◆回、提案されている分割発注についての見解
主工事、解体工事については、当初の入札参加者においても高く積算していた工

種であることから、市内業者等に分割発注し、工事を進めていくことは当課として

も賛成です。

■ 懸案事項について

当工事における応札者は、清水建設の一社だけであり、◆後、受注を希望する業

者がいるかは不透明な状況です。

◆回t倉割した建築本体工事においても、設計額と7億円を超える大きな乖離が

あり、分割発注しただけでは契約に至らないものと懸念されます。

■ 不落 。不調対策について

① 設計単価と大きな乖離がある工種について見積単価に置き換え予定価格を実勢
l面格に近づける。

② 入札条件を緩和する。(学校10,OOO席 以上の工事実績)
③ 予定価格を事前公表とする。

資料No./θ



8月 21日 市長報告より

分割発注及び分害1による工事費の増額等について
・やるといった以上はしょうがない。(市長)了解を得る。
3今後1随意契約の入札価格を参考にした予定価格の引上げについても提言を行つた

不落B不調の対応について(営繕課より)

①予定価格の引き上げ
設計単価と大きな乖離がある工種について,見積価格に置き換え予定価格を実勢価格に近づけます。

②入札条件の緩和
10,000ポ以上の学校建設の工事実績を設定しましたが,撤廃し広く入札者を募りたいと考えます。

③予定価格の事前公表
積算期間が短く入札額が精査されていないように見受けられます。改めて入札を実施する際には,予定価格を事前公表とし,適正な積算期間を設ける
必要があります。

④適正な工期の設定
工期が短い設定では割高な入札額になります。当工事における標準工期(18ヶ月)を確保する必要があります。

営繕課との協議により

◎ 工期の短縮を図るため可能な限り分割発注を行う。
案) 既存建物の解体,荒造成工事,本体工事1プール・付属建屋工事,外構工事
工事の分割により概算で約2億円程度増額となる。
分割することにより,一部地元業者が対象となり入札額が下がる可能性がある。(ゼネコン価格というものがあるのでは )
工事の取り合いがあるので,調整が必要

◎ 予定価格の引き上げ1工事積算における見積価格の掛け率を上げて現在可能な予算の範囲内で対応してはどうか。(局内の対応方針は,財務
部・市長の了解は)

◎公告期間については,通常の3週間程度ではなく6週間程度確保できないか。(契約検査課と協議する)
→スケジュール調整により対応は可能。

卜́Ⅲ

◎平成岳0年 7月まで,延長可能とし工期長くする。当初17ヶ月(全体)→ 18ヶ月(本体工事のみ)
→契約検査課の方針としては,議会の承認なしに工期延長の公告をすることは釜 ない。

埒
華
ぎ
」
・ゝヽ



買 科 上WO.ノ ∠

平成27年 8月 25日 鉄 )

10:00-12 :00

4階会議室

営繕・住宅課 : 宮久保課長,飯泉課長補佐,白田主査
教育施設課  : 中山課長,村上課長補佐,日中係長,石田主任キ杏

横須賀満夫建築設計事務所 :

― ― ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ‐
`―
‐ ‐ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ど?を コ ___… …

_… … … … … … …

1 分割発注における先行工事について
・障害者センター解体工事,開発協議にかかる荒造成工事について本体工事に先行し,発注する。

・舗装の撤去工事などの取り合いが生じないよう工事区域を明確に分けること。

・5,000万円未満で市内本店業者に発注する。

・解体工事にういては,隣接住宅を考慮し,防音シートなど養生を行う。

2 工事工程について
・別紙のとおり,本体工事については18ヵ月とした。 (設計者の経験から)

・本体建築工事が来年1月 から工事に着手できるように先行工事との工期の重複を避けたい。

・入札公告時に工期延長が可能である旨,文言を入れないと15ヵ月工期では厳しい。

・平成29年 9月 の開校時点1こおいて,あらかた工事は完了している必要がある。

・外構工事との分割範囲が確定できない状況である。

・ある程度本体建築工事においても外構工事の一部を施工してもらう必要がある。

3 本体建築工事の予定価格の引き上げについて
・設計書において見積もり価格を採用している五種について,掛け率を一律 1割増やすと2億円超えの

引き上げになる。

・予算範囲内の引き上げに止めるか検討,調整を要する。

・不落対応として, 9月 1日以降,応札者ヒヤリングを改めて行う必要がある。

係    員課  長 結 佐 係  長

じ

日時27国贋 (l反)紫峰学園建設工事
、  奎覇辞限鵠

入本L不調について (血2) 場所

出 席 者

一敬称略―
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料No./3

平成27年8月 27日

建設部営繕 。住宅課

27国債 (仮)紫峰学園建設工事について

日 入札経過について

平成27年 7月  1日 一般競争入札 ′ム`告

建築工事、電気設備工事、機械設備工事、外構工事を

一括発注

工期 :平成29年2月 15日まで (17ヵ月)

開札 入札者 清水建設 (株 )

5,430,OOO,OOO円 税抜き

再開札入札者 清水建設 (株 )

5,430,OOO,OOO円 税披き

4,598,550,OOO円 税抜き

平成 27年 7月 24日

平成27年 7月 31日

見積比較価格

831,450,OOO円

■ 随意契約について

平成27年3月 3日 に2度の入札不調により随意契約を行うため、大手建設会社8

社に当工事の見積もりを依頼しております。

堀在の状況は、株木建設、鈴縫建設、戸田建設、竹中工務店、大成建設、安藤ハ

ザマの6社 海ヾ現場代理人の配置ができないなど、人員配置が困難であることを理由

|こ辞退届けを提出済みです。           '

鹿島建設、大林組の2社についても、同様な理由から見積もりの提出が厳しい状

況です。

1



■ ◆後の対廠 :分割発注について

随意契約による契約が厳しい状況を受け、荒造成の主工事、障害者センター解体

工事については、当工事から分割し市内業者に発注して工事を進めていく方針でI見

在、孝女育施設課と協議を進めています。

清水建設 (株)において、市の設計額より高く積算していた工種であることから、

市内業者に発注し工事を先行していきます。

■ 懸案事項について             ,

当工事におけるな札者 lよ、清水建設 (株)の一社だけであり、◆後、受注を希望

する業者がいるかは、なお不透明な状況です。

建築本体工事においても、設計額と清水建設 (株)の入札額では、7億円を超え

る大きな乖離があり、分割発注しただけでは契約に至らないものと懸念されます。

田 不藩・不調の対慮について

① 予定価格の引き上げ

設計単価と大きな乖離がある工種について、見積単価に置き換えラ定価格を実勢

価格に近づけます。

② 入札条件の緩和                 1

10,OOO下 以上の学校建設の工事実績を設定しておりましたが、撤廃し広く

入札者を募りたいと者えます。

③ 手定価格の事前公表

積算期間が短く入札額が米青査されてしヽないように見受けられます。改めて入札

を実施する際には、ラ定価格を事前公表とし、適正な積算期間を設ける町要があり

ます。

④ 適正な工期の設定

工期が短しヽ設定では害」高な入札額になります。当工事における標準工期 (18ヵ

月)を確 l呆する町要があ lつます。

2



教育局内会議 (課長等会議 ) 料No./タ

教育長 / 局  長 審議監 次  長 /

教育総務課 文 化財 課
/
教育指導課 / 学務課

ノ

教育施設課 / 健康教育課 / 中央図書館 / 総合教育研究所

教育相談センタエ す こやか給食セ ンター豊里 企 画 監

日時 :平成27年 8月 28日
場所 :教育委員会会議室 2

次  第

1 教育長

2報 告 。連 絡・ 協議 ・ 確 認 事 項
1)週 間 ス ケ ジ ュニ ル につ いて

2)そ の他
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様式第 6-1号

教育施設課長 様

27 31

平成 27年 9月 1日

営繕・住宅課長 宮久保 正

入札結 果 報 告 書

次のェ事にういて,入札等の結果をご報告いたしますので,協議のうえ今後の方
針について,別紙様式により回答願います。

Э

記

料No./j

工 事 名 27国債 (仮)紫峰学園建設工事

工 事 場 所 つくば市北条5073番地外

入

本L

結

果

第 1回

実 施 日 1 平成 27年 7月 24日

参加数等  | か加者 : 1者, 応札者 : 1者

結  果 入 札 不 調

第 2回

実 施 日 平成 27年 7月 31日

参加数等 参加者 : 1者, 応札者 :  1者

結  果 入 札 不 調

9_有 意 契 約

実 施 日 平成 27年 9月 1日

指名者数
¬

応札者 : 0者; 辞退者 :  8者

結  果 下調

そ の 他

(特記事項)

当工事の再度の入札を実施する場合は,入札不調への対応として設
計の見直し等を求めます。



資料No./渉
平成27年 9月 1日

建設部営繕 。住宅課

27国債 (l反)紫峰学園建設工事について

日 入札経過について

平成27年 7月 1日一般競筆入札公告

ラ定価格

平成27年 7月 24日開札  入札者

入札額

4,966,434,OOO円 税込み

清水建設 (株 )

5,430,OOO,OOO円 税抜き

5,864,400,000円 税込み

清水建設 (株 )

第 1回目と同額でな札

平成27年 7月 31日再開札 入札者

予定価格との差  897,966,OOO円 (税込み )

日 鮨意契約について

2度の入札不調を受け、随意契約を行うため平成27年8月 3日に大手建設会社8

社に対し、当工事の見積もりを依頼しました。

鈴縫工業 (株) 平成27年 8月 10日 辞退
戸田建設 (株) 平成27年 8月 17日 辞退

株木建設 (株)  平成 27年 3月 19日 辞退

(株)竹中工務店 平成27年 8月 21日  辞退

大成建設 (株)  平成27年 8月 21日 辞退

(株)安藤ハザマ 平成27年 8月 25日 辞退

(株)大林組   平成27年 3月 27日 辞退

鹿島建設 (株) 平成 27年 9月 1日   辞退
※ 各社とも監理技術者等が配置できな lノ な`ど、人員配置が困難であることを理
由に辞退届けを提出しました。



(仮称 ) 注スケジュール (案 )

4

発注課題について

1財政関係

予定価格の引き上げ幅の確定

全体工事において予算領54億円以内?

2契約関係

新たに公告日を設定する。(10月 9日公告)

予定価格の事前公表

入札審査会の持ち回り決裁

公告文:工期延長  C三二
=■

)

3開発関係

別注外構工事の範囲確定

検査済証の取得

建築制限解除申請 (荒造成完了時点 )

4その他
・

最新単価への入れ替え

工事監理委託について

前偶し:積算期間を6週確保するため

建築本体工事を平成29年3月 15日までの工期として発注 ?平成28年度内の完成目指す

(約 15ヵ月の工期設定)

25262'231“161,lo 19 2012i910,i i24 50

11月

入札期間

13 14 iS i61

入札期間

5 6 78

10月

～平成29

入
札
各
査
会

' 8 9101,

9月

1 2 34
工事項目

荒造成工事

障害者センター解
体工事

建築本体工事

機汁書

外構工事

プール棟・付属棟
工事

備考

耳

2

3

5

6

建設部営繕・住宅課作成 2015.9.1



資料No./
紫峰学園建設工事の今後の進め方について

関係課

H27.9,lo

法務課

契約検査課

財政課

営繕住宅課

教育施設課

9/4、 (金)不調対策について、課長レベルの協議を行つた経過を下記の通り
である。

検 討 事 項

目適正な工期設定について

平成 29年開校を目指す。当初工期は 17ヶ月あるが,不調になり12月 に議
決されても工期は、14ヶ 月なる。この工期では、期間が短く、平成 27年 7月

に工期延長を考えている。

法務課の見解

県と同様に入札公告に工期の中に一文を追記できない。

横須賀設計事務所の見解

工期 14ヶ 月では難しい。基本は、17ヶ 月だが、期間については、段取りに

左右される。

日予算確保について

市では、2年継続費を3年継続費とすることができるが、その手続は、臨時
議会の予算の議決が必要となる。

(建築の本体工事の工期は国庫補助金の継続期間は2年であるため、現在、平
成 29年 3月 が工期なる。工期延長とならない。できれば繰越での方法で考え
たい。)

また、市長専決も考えられる。

日入札額について

現在の予定価格 (49億)ま たは当初予算 (54億)で対応する場合
2回不調となっており、設計価格と実勢価格の乖離が大きすぎるため、同じ金

額では、また不調になることも予想される。

12月 において、入札の議決案件に上程できなければ、工事期間を平成 28,29

年度の工事期間も考えざるえない。



甲清水建設の内訳書での対応の場合について
予定価格を実勢価格に引き上げることも考えられる。補正予算の議決が必要
(単価を引き上がるための根拠が必要となる。だが、随意契約において、8
社が辞退しており見積書の比較検討か難しい状況がある。)
財政課と営繕住宅謀と教育施設課と協力し進める。

営繕住宅課の見解

日予定価格の公表について

一般競争入札の趣旨に反するが工事金額が分かることで入札参加しやすいの

では無いかと考える。

法務課の見解

日工事分割発注方法について

荒造成工事・解体工事を分割発注することで、工期短縮が図れるが、経費率
が上がってしまう。 (分割発注だけでは、入札の不調に対して、対策は講じら
れていない)

■予定建築工事について

本体工事、屋体工事、プールエ事があるが、いずれも工事期間内において完了
する手とを議会において答弁している。

■工期延期について説明について

平成 26年 3月議会において、平成 29年 4月 開校と答弁 している。
よつて、局内の意志決定を行い、できるだけ早く議会や地元説明会を行つたの

が よ い 。

(説明責任が問われたとき、時期が遅いと運動公園と同様になってしまう。)
例 入札告示前後
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